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(57)【要約】
【課題】容器体Ａに着脱可能に装着するとともに、容器
体Ａ内に垂下したシリンダ11の下端より吸上げパイプ13
を垂設し、上端の押下ヘッド12の上下動により容器体内
の液を吸い上げて噴出口14より噴出する如く構成した液
体噴出器であって、例えば匂い等の収容液の特性を変化
させることができ、また、簡単な操作で複数の特性を交
換的に変化させることができる液体噴出器を提案する。
【解決手段】液の流通が可能な状態で吸上げパイプ13の
内部へ香料等の液の特性を変化させる粒体15を収容した
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
容器体Ａに着脱可能に装着するとともに、容器体Ａ内に垂下したシリンダ11の下端より吸
上げパイプ13を垂設し、上端の押下ヘッド12の上下動により容器体Ａ内の液を吸い上げて
押下ヘッド12の噴出口14より噴出する如く構成した液体噴出器に於いて、収容液との接触
により噴出液に特性を付加する粒体15を、液の流通が可能な状態で収容したことを特徴と
する液体噴出器。
【請求項２】
粒体15を吸上げパイプ13内に、液の流通が可能な状態で収容した請求項１記載の液体噴出
器。
【請求項３】
吸上げパイプ13をシリンダ11に対して着脱自在に装着した請求項２に記載の液体噴出器。
【請求項４】
粒体15を吸上げパイプ13下端部に嵌着したパイプ50内に収容した請求項１記載の液体噴出
器。
【請求項５】
所定間隔をあけて嵌着した一対のメッシュ16間に粒体15を収容した粒体収容部17を画成し
、液の流通が可能な状態で粒体収容部17内部へ粒体15を収容した請求項２乃至請求項４の
いずれかに記載の液体噴出器。
【請求項６】
粒体収容部17上流に、上流から下流に一方的に連通する逆止弁30を設けた請求項５に記載
の液体噴出器。
【請求項７】
粒体収容部17内に粒体15の移動が可能な空隙を設けた請求項５又は請求項６のいずれかに
記載の液体噴出器。
【請求項８】
容器体内からの液の流入口に底蓋20を着脱可能に嵌合させた請求項１乃至請求項７のいず
れかに記載の液体噴出器。
【請求項９】
粒体収容部17を、パイプの一部を拡径した拡径部40の上下位置にメッシュ16を嵌着して画
成した請求項５乃至請求項８のいずれかに記載の液体噴出器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液体噴出器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液体噴出器として、容器体に押下ヘッド式のポンプを着脱可能に装着した形態のものが
提案されている。（例えば、特許文献１参照）
【０００３】
　上記液体噴出器に於けるポンプは、容器体内に垂設したシリンダを備え、シリンダの下
端には吸上げパイプを嵌着している。また、シリンダ内から上方付勢状態で押し下げ可能
に突出したステムの上端に噴出口付きの押下ヘッドを嵌着している。そして、押下ヘッド
を上下動させることにより、内蔵ポンプ機構の作用でシリンダ内の液を噴出口より噴出す
るとともに、容器体内の液を吸い上げパイプを介してシリンダ内に吸い上げる如く構成し
ている。ここに使用されている吸い上げパイプは容器体内に垂下したシリンダの下端に上
端を嵌着し、下端を容器体内下部に垂下させたものであり、前方へ屈曲させてその下端を
容器体の内底前隅部に位置させる如く構成している。
【特許文献１】特開平０８－０１１９５７号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明はこの様な一般的な液体噴出器に於いて、例えば香り等の収容液の特性を変化さ
せることができ、また、必要に応じて簡単な操作により複数の特性を交換的に発揮させる
ことができる液体噴出器を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の手段として以下の通り構成した。即ち、容器体Ａに着脱可能に装着するとともに
、容器体Ａ内に垂下したシリンダ11の下端より吸上げパイプ13を垂設し、上端の押下ヘッ
ド12の上下動により容器体Ａ内の液を吸い上げて押下ヘッド12の噴出口14より噴出する如
く構成した液体噴出器に於いて、収容液との接触により噴出液に特性を付加する粒体15を
、液の流通が可能な状態で収容した。
【０００６】
　第２の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、粒体15を吸上
げパイプ13内に、液の流通が可能な状態で収容した。
【０００７】
　第３の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第２の手段に於いて、吸上げパイプ
13をシリンダ11に対して着脱自在に装着した。
【０００８】
　第４の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、粒体15を吸上
げパイプ13下端部に嵌着したパイプ50内に収容した。
【０００９】
　第５の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第２の手段乃至第４の手段のいずれ
かの手段に於いて、所定間隔をあけて嵌着した一対のメッシュ16間に粒体15を収容した粒
体収容部17を画成し、液の流通が可能な状態で粒体収容部17内部へ粒体15を収容した。
【００１０】
　第６の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第５の手段に於いて、粒体収容部17
上流に、上流から下流に一方的に連通する逆止弁30を設けた。
【００１１】
　第７の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第５の手段又は第６の手段のいずれ
かの手段に於いて、粒体収容部17内に粒体15の移動が可能な空隙を設けた。
【００１２】
　第８の手段として以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第７の手段のいずれ
かの手段に於いて、容器体内からの液の流入口に底蓋20を着脱可能に嵌合させた。
【００１３】
　第９の手段として以下の通り構成した。即ち、前記請求項５乃至請求項８のいずれかの
手段に於いて、吸上げパイプ13の一部を拡径した拡径部40の上下位置にメッシュ16を嵌着
して画成した。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の液体噴出器は、収容液との接触により噴出液に特性を付加する粒体15を、液の
流通が可能な状態で収容しているため、液の噴出に伴い収容液に粒体15の特性を付与する
ことができ、例えば、粒体15として香料を使用した場合には、容器体Ａ内の収容液を異な
る匂いとして噴出口14から噴出することができる。
【００１５】
　また、粒体15を吸上げパイプ13内に、液の流通が可能な状態で収容した場合には、既存
の液体噴出器の吸上げパイプ13を、液の流通が可能な状態で粒体15を収容した吸上げパイ
プ13と交換することで形成できるという製造上の便利がある。
【００１６】
　吸上げパイプ13をシリンダ11に対して着脱自在に装着した場合には、異なる粒体15を収
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容した複数の吸上げパイプ13を用意しておいて、必要に応じてそれらを交換して使用する
ことができる利点がある。
【００１７】
　粒体15を吸上げパイプ13下端部に嵌着したパイプ50内に収容した場合にも、既存の液体
噴出器の吸上げパイプ13を、液の流通が可能な状態で粒体15を収容したパイプ50を装着し
た吸上げパイプ13と交換することで形成できるという製造上の便利がある。
【００１８】
  所定間隔をあけて嵌着した一対のメッシュ16間に粒体15を収容した粒体収容部17を画成
し、液の流通が可能な状態で粒体収容部17内部へ粒体15を収容した場合には、一方のメッ
シュ16を嵌着後粒体15を充填し、他方のメッシュ16を嵌着するという簡単な工程で粒体15
の充填を行える。また、両開口端に蓋を嵌着しておく等すれば充填した粒体15は零れる虞
れがなく、その状態で単独の保管も可能となる。
【００１９】
　粒体収容部17上流に、上流から下流に一方的に連通する逆止弁30を設けた場合には、粒
体収容部17内に浸入した液が容器体Ａ内に戻ることを防止でき、その結果、容器体Ａ内の
液に例えば粒体15の匂いが移ってしまう等の不都合を防止できる。特定の粒体15の特性が
容器体Ａ内の液へ付加されると、異なる粒体15を収容した他の吸上げパイプ13を交換して
使用した場合、次々容器体Ａ内の液へ特性が付加される虞れがあり、吸上げパイプ13の交
換使用が困難となる。
【００２０】
　粒体収容部17内に粒体15の移動が可能な空隙を設けた場合には、液の噴出時に粒体15が
移動して粒体15の特性を液に対してさらに付加し易くなる。
【００２１】
　容器体内からの液の流入口に底蓋20を着脱可能に嵌合させた場合には、消費者が使用す
る前までは、吸上げパイプ13内に液が浸入するのを確実に防止できる。
【００２２】
　粒体収容部17を、パイプの一部を拡径した拡径部40の上下位置にメッシュ16を嵌着して
画成した粒体収容部17の場合には、粒体収容部17内を通過する液の速度を遅くすることが
でき、その径の大きさを粒体15の種類に併せて選択することで粒体15と液との好ましい接
触時間の調整を行える。また、当然ながら粒体15の充填量を多くすることができる。尚、
パイプとは吸上げパイプ13或いはパイプ50を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
【００２４】
　図１乃至図３は本発明の液体噴出器１の一例を示すもので、液体噴出器１は、容器体Ａ
とポンプＢとを備えている。
【００２５】
　容器体Ａは合成樹脂により形成され、底壁周縁より周壁を立設し、周壁の上端に肩部を
介して口頸部を起立したボトルタイプのものを使用している。
【００２６】
　ポンプＢは、装着キャップ10を容器体口頸部外周に螺合させて着脱可能に容器体Ａに装
着したもので、シリンダ11を容器体Ａ内に垂下するとともに、装着キャップ10上端より上
方付勢状態で押し下げ可能に押下ヘッド12を突設している。また、シリンダ11の下端には
吸上げパイプ13を嵌着している。そして、押下ヘッド12を上下動させることにより、内蔵
ポンプ機構（図示せず）の作用で、容器体Ａ内の液を吸い上げて押下ヘッド12の噴出口14
より噴出する如く構成している。
【００２７】
　吸上げパイプ13は合成樹脂製で、液の流通が可能な状態で内部へ粒体15を収容している
。更に言えば、図２に拡大図で示す如く、所定間隔をあけて嵌着した一対のメッシュ16，



(5) JP 2009-106907 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

16間に粒体15を収容した粒体収容部17を画成して、液の流通が可能な状態で粒体15を収納
している。各メッシュ16は嵌着用の筒部18と一体に形成された合成樹脂製で、筒部18の一
端面に張設して構成している。そして、筒部18を吸上げパイプ13内所定位置に嵌合し、周
囲の吸上げパイプ13部分をかしめて固定している。また、吸上げパイプ13はシリンダ11に
対して着脱可能に装着している。
【００２８】
　粒体15は収容液との接触により噴出液に特性を付加するもので、例えば、液の通過によ
り液と反応したり、或いは液に溶解或いは分散したりして、その液の特性、例えば匂い，
色，その他を変化させて噴出することができるものが採用される。本例の粒体17は香料を
使用している。粒体15は図１にある如く粒体収容部17上部に不充填部分である空隙を設け
て、液の噴出の際に液圧で移動が可能に構成している。尚、粒体収容部17内全体にわたっ
て粒体15を充填することも当然可能である。
【００２９】
　上記の如く構成された液体噴出器１を使用する場合に付いて説明する。図１の状態から
押下ヘッド12を上下動させると、容器体Ａ内の液が吸上げパイプ13を介してシリンダ11内
に吸い上げられ、噴出口14から噴出される。この際、粒体収容部17内を通過した液はここ
で変化し、噴出口14から噴出される。また、装着キャップ10を螺脱して容器体Ａよりポン
プＢを取り外し、吸上げパイプ13を取り外して別に用意してある吸上げパイプ13を装着し
て、再びポンプＢを容器体Ａに装着することができる。別に用意してある吸上げパイプ13
には異なる香料を収容しておけば、別の匂いの噴出液を噴出させることができる。
【００３０】
　図３及び図４は他の例を示し、図１の例に於いて、吸上げパイプ13の下端に底蓋20を着
脱可能に嵌着した例を示す。この場合には、使用時にポンプＢを容器体Ａから外して底蓋
20を取り除く如く構成している。従って、底蓋20を取り除くまでは粒体15と収容液との接
触を防止している。底蓋20は蓋板21の周縁より嵌合筒部22を立設して構成している。尚、
この底蓋20は、後述する図５或いは図７の例に採用することも当然可能である。その他の
構成は図１の例と同様であるため同符号を付して説明を省略する。
【００３１】
　図５及び図６は更に他の例を示し、図１の例に於いて、粒体収容部17上流の吸上げパイ
プ13内に、逆止弁30を設けている。逆止弁30は、上流から下流に一方的に連通するもので
、弁座31を下縁より突設した外筒32を吸上げパイプ13内周に嵌着し、また、外筒32内に嵌
合させた内筒33の下端縁より連結片34を介して弁座31上に弁板35を延設している。逆止弁
30を設けることにより粒体15の特性を容器体Ａ内に浸入させない様に構成している。尚、
逆止弁30は本例のものに限らず、上記要件を満たせばその形状は種々採用できる。また、
逆止弁30の形態等により、逆止弁30を嵌着するための吸上げパイプ13の径を部分的に大き
く構成しても良い。その他の構成は図１の例と同様であるため同符号を付して説明を省略
する。
【００３２】
　図７は更に他の例を示し、図１の例に於いて、吸上げパイプ13の一部を拡径した拡径部
40の上下にメッシュ16，16を嵌着して粒体収容部17を形成している。各メッシュ16は図１
と同様に嵌着用の筒部18と合成樹脂により一体に形成されている。その他の構成は図１の
例と同様であるため同符号を付して説明を省略する。
【００３３】
　図８は更に他の例を示し、粒体15を吸上げパイプ13下端部に嵌着したパイプ50内に収容
した例を示す。パイプ50内には図１の例と同様に所定間隔をあけて一対のメッシュ16を嵌
着しており、メッシュ16間に粒体15を収容した粒体収容部17を画成して液の流通が可能な
状態で粒体15を収容している。パイプ50は上端部を吸上げパイプ13の下端部に着脱可能に
嵌合させている。その他は図１の例と同様であるため、同符号を付して説明を省略する。
尚、図示しないが、この場合もパイプ50の下端に底蓋20を着脱自在に嵌着させても良く、
或いは粒体収容部17上流のパイプ50内に上流から下流に一方的に連通する逆止弁を設けて
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【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】液体噴出器の要部切欠き側面図である。（実施例１）
【図２】吸上げパイプの拡大断面図である。（実施例１）
【図３】液体噴出器の要部切欠き側面図である。（実施例２）
【図４】吸上げパイプの拡大断面図である。（実施例２）
【図５】液体噴出器の要部切欠き側面図である。（実施例３）
【図６】吸上げパイプの拡大断面図である。（実施例３）。
【図７】液体噴出器の要部切欠き側面図である。（実施例４）
【図８】吸上げパイプ及びパイプの拡大断面図である。（実施例５）
【符号の説明】
【００３５】
　１…液体噴出器
　　Ａ…容器体
　　Ｂ…ポンプ
　　　10…装着キャップ，11…シリンダ，12…押下ヘッド，13…吸上げパイプ，
　　　14…噴出口，15…粒体，16…メッシュ，17…粒体収容部、18…筒部，20…底蓋，
　　　21…蓋板，22…嵌合筒部，30…逆止弁，31…弁座，32…外筒，33…内筒，
　　　34…連結片，35…弁板，40…拡径部，50…パイプ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】



(9) JP 2009-106907 A 2009.5.21

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｂ６５Ｄ  83/00    　　　Ｆ          　　　　　


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

